
 

３．１０ その他被害 

 

(1) エレベータ停止台数 

県及び市町村のデータを収集し、一部のデータの揃わない市町村については、非木造

建物数から市町村別のエレベータ数を推測した。 

 

ア 想定手法 

エレベータの停止台数は、次の３つの被害事象を対象とし、想定を行った。 

Ａ）地震時管制運転中の安全装置優先作動に伴うエレベータ停止 

Ｂ）揺れによる故障等に伴うエレベータ停止 

Ｃ）地域の停電に伴うエレベータ停止 

エレベータ内閉じ込め人数は、平日 18 時におけるエレベータ内滞留人口を推定し、

エレベータの停止台数から想定した。 

 

A)地震時管制運転中の安全装置作動に伴う停止 

 

 

 

 

 

      

     B)揺れによる故障に伴う停止   C)停電に伴う停止 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.88 被害想定フロー 

 

 

 

 

① 

エレベータ内滞留人口（人） 

エレベータ設置建物数（棟） 

エレベータ台数（台） 

地震時管制運転装置設置率 

地震動分布（80gal）で 

管制運転装置が作動 

②地震時管制運転装置 

作動に伴う停止（人,棟,台） 

ドア開放検知に 

伴う安全装置作動率 

③管制運転中の安全装置 

作動に伴う停止（人,棟,台） 

① － ② ① － ② － ④ 

揺れによ

る故障率 

④揺れによる故障に伴

う停止（人,棟,台） 

停電率分布

停電時自動着床

装置非設置率 

⑤停電に伴う 

停止（人,棟,台） 

③ ＋ ④ ＋ ⑤ エレベータ閉じ込め者数、 

閉じ込めにつながり得るエレベータ停止が発生する建物棟数・台数 
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イ 想定結果 

全県の被害想定結果を表 3.28 に示す。以下、各想定地震における被害想定結果の概

要をまとめる。 

 

(ｱ) 都心南部直下地震 

エレベータ停止台数は全県で10,760台となり、横浜市、川崎市、藤沢市で被害が大き

いと想定される。 

 

(ｲ) 三浦半島断層群の地震 

エレベータ停止台数は、全県で4,060台となり、横浜市、横須賀市で被害が大きいと

想定される。 

 

(ｳ) 神奈川西部地震 

エレベータ停止台数は、全県で480台となり、小田原市で被害が大きいと想定される。 

 

(ｴ) 東海地震 

エレベータ停止台数は、全県で280台と想定される。 

 

(ｵ) 南海トラフ巨大地震 

エレベータ停止台数は、全県で310台と想定される。 

 

(ｶ) 大正型関東地震 

エレベータ停止台数は、全県で11,440台となり、横浜市、川崎市、藤沢市で被害が大

きいと想定される。 

 

(ｷ) 元禄型関東地震（参考） 

エレベータ停止台数は、全県で11,440台となり、横浜市、川崎市、藤沢市で被害が大

きいと想定される。 

 

(ｸ) 相模トラフ沿いの最大クラスの地震（参考） 

エレベータ停止台数は、全県で11,560台となり、横浜市、川崎市、藤沢市で被害が大

きいと想定される。 
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2
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台
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の
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1
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6
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1
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め
者

数
（

人
）

 
9
,
4
3
0
 

3
,
5
8
0

5
1
0

2
6
0

3
6
0

1
0
,
1
8
0

1
0
,
1
8
0

1
0
,
2
8
0

※
各

欄
の

数
値

は
１

の
位

を
四

捨
五

入
し

て
い

る
。

そ
の

た
め

、
合

計
が

合
わ

な
い

場
合

が
あ

る
。
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(2) 災害廃棄物 

 

ア 想定手法 

災害廃棄物の想定は、環境省の推計予測の方法（2014）を用いる。また、津波堆積物

の発生量については、中央防災会議の手法（2013）を用いる。 

 

 ・建物被害による災害廃棄物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・津波堆積物 

 

 

 

 

 

 

 

 

※津波堆積物とは、津波浸水に堆積した汚泥等をいう。 

 

図 3.89 被害想定フロー 

 

 

 

 

 

 

                                         

参考文献： 

・環境省：災害廃棄物対策指針,平成26年３月 

・中央防災会議：首都直下地震の被害想定と対策について（最終報告），平成 25 年 12 月 

建物被害棟数 

（全壊・焼失） 

１棟当たりの平均延床面積 

単位延床面積当たりのがれき発生量 

災害廃棄物量 

津波浸水面積 

津波堆積物の堆積高 

津波堆積物の体積重量換算係数 

津波堆積物の重量 
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イ 想定結果 

想定地震ごとの全県の災害廃棄物の発生量の想定結果を表 3.29 に示す。以下、各想

定地震における被害想定結果の概要をまとめる。 

 

(ｱ) 都心南部直下地震 

災害廃棄物の総量は、全県で2,145万トンに達する。横浜市、川崎市、相模原市で量が

多く想定される。 

 

(ｲ) 三浦半島断層群の地震 

災害廃棄物の総量は、全県で775万トンに達する。横浜市、横須賀市で量が多く想定さ

れる。 

 

(ｳ) 神奈川西部地震 

災害廃棄物の総量は、全県で154万トンに達する。小田原市で量が多く想定される。 

 

(ｴ) 東海地震 

災害廃棄物の総量は、全県で106万トンに達する。 

 

(ｵ) 南海トラフ巨大地震 

災害廃棄物の総量は、全県で183万トンに達する。 

 

(ｶ) 大正型関東地震 

災害廃棄物の総量は、全県で9,450 万トンに達する。横浜市、川崎市、相模原市、横

須賀市、平塚市、鎌倉市、藤沢市、小田原市、茅ヶ崎市、秦野市、厚木市、大和市、伊

勢原市、海老名市、座間市、南足柄市、綾瀬市で量が多く想定される。 

 

(ｷ) 元禄型関東地震（参考） 

災害廃棄物の総量は、全県で9,864万トンに達する。横浜市、川崎市、相模原市、横須

賀市、平塚市、鎌倉市、藤沢市、小田原市、茅ヶ崎市、秦野市、厚木市、大和市、伊勢

原市、海老名市、座間市、南足柄市、綾瀬市で量が多く想定される。 

 

(ｸ) 相模トラフ沿いの最大クラスの地震（参考） 

建物の全壊・半壊・焼失により生じる災害廃棄物の総量は、全県で 13,277 万トンに

達する。横浜市、川崎市、相模原市、横須賀市、平塚市、鎌倉市、藤沢市、小田原市、

茅ヶ崎市、逗子市、秦野市、厚木市、大和市、伊勢原市、海老名市、座間市、南足柄市、

綾瀬市で量が多く想定される。 
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3
.
2
9
 
災
害
廃
棄
物
の
想
定
結
果
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冬
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8
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）
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島
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地
震
 

1
83
 

9
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関
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9
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～
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0

元
禄
型
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地

震
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9
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0
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最
大
ク
ラ
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の
地
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（
西
側
モ
デ
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）
（
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考
）
 

1
3,
27
7 

5
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～
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0

※
「
災
害
廃
棄
物
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」
は
、
被
災
し
た
建
物
や
家
財
に
よ
る
廃
棄
物
 

※
「
津
波
堆
積
物
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」
は
、
津
波
浸
水
に
よ
る
土
砂
の
堆
積
物
の
量
 

※
都
心
南
部
直
下
地
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及
び
三
浦
半
島
断
層
群
の
地
震
に
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い
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は
、
津
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に
よ
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物
被
害
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ご
く
小
さ
い
こ
と
か
ら
、
津
波
堆
積
物
量
の
算
定
の
対

象
と
し
て
い
な
い
。
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(3) ヘリポート機能支障 

 

ア 想定手法 

個々のヘリポートについて、道路通行支障、液状化危険、津波浸水を評価する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.90 被害想定フロー 

 

 

イ 想定結果 

想定地震ごとのヘリポートの機能支障状況を次頁以降に示す。 

 

 

 

ヘリポート現況 

道路通行支障 ヘリポート周辺の 

道路橋梁被害 

ヘリポートの機能支障 

液状化危険 

津波浸水 
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【
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の
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